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A.研究目的 

本研究は現行の HIV 検査体制に加えて様々

な異なる形態の HIV 検査を実践し、より受検者

にとっても医療従事者にとっても受検/施行可

能な検査の導入を進める。最終的には、マニュ

アル策定を目指す。 

受検者アンケートについて、男性に限定し、

セクシャリティ別、さらに生涯検査経験別に比

較し、受検者背景の比較、iTesting を知った

情報源を明らかにした。 

 

B.研究方法 

アウトリーチグループ：HIV 検査の重要性を

説明した啓発資材の作成および設置、検査の広

報（SNS での発信・動画配信・多言語対応）、

検査を評価するためのアンケートの作成（多言

語対応）・解析、検査施行可能な場の模索、各

コミュニティでの啓発活動、多言語対応した

iTesting ウェブサイトの作成を行う。 

本研究では、2 つの主要解析を実施した。一

つ目は、2022 年から 2023 年にかけて全 6 回に

わたり実施してきた受検者への質問紙調査デ

ータ 5 回分初回受検者のみのデータ（N=589）

を解析した。ゲイバイセクシュアル男性群（以

下 GBM とする）と non-GBM の 2 群を設定し群間

比較を行った。さらに、生涯で HIV検査を受け

たことがあるもの、ないものの 2 群に分けたう

えで群間比較を行った。ゲイバイセクシュアル

男性と GBM以外の non-GBM の群分けは、GBM は

自認するセクシュアリティをゲイ、バイセクシ

ュアルと自認するものとし、non-GBM はそれ以

外の男性とした。これまでの HIV 検査経験別の

比較は、iTesting 受検以前にも HIV 検査を受

けたことがあるものと、iTesting が生涯初め

ての HIV 検査であった 2 群に分けて実施した。 

2 つ目は、毎回の回答者の属性の経時的モニ

タリングである。全 9 回のアンケートをまとめ

た結果を巻末資料 2 として添付した。 

 

（倫理面への配慮） 

検査は予約からすべて匿名検査で行ってい

る。またアンケート調査も匿名検査で行い、名

古屋医療センターまたは名古屋市立大学の研

究倫理審査を受けて行う。受検者アンケート調

査については令和 4 年度に名古屋市立大学看

護学研究科の倫理審査を受審の上実施してい

研究要旨 
本研究は現行の HIV 検査体制に加えて様々な異なる形態の HIV 検査を実践し、より受検者に

とっても医療従事者にとっても受検/施行可能な検査の導入を進めることである。 

令和 4－5 年度は検査の広報（SNS での発信・動画配信・多言語対応）、検査会を評価するため

のアンケートの解析を行った。受検者に WEB 上での受検者アンケートへの協力を依頼した。本

研究では、令和4年度から令和5年度に計6回実施したアンケートデータのうち、初のiTesting

受検であったものに限定し、ゲイバイセクシュアル男性とそれ以外の男性の 2 群、またさらに

iTesting が生涯初の HIV 検査であったもの、それ以外の 2群に分けて解析を行った。 

GBM のほうが年齢層が若く、過去 1 年の HIV 検査受検経験、STI 罹患歴が高かった。GBM、

non-GBM いずれにおいても生涯で初の HIV 受検のほうが年齢が若かった。検査会を知った情報

源は、GBM については、GPS 付出会い系アプリが最も多く、名古屋市ウェブサイトが続いた。

non-GBM については、名古屋市 WEBサイトが最も多く、地下鉄の広告が続いた。また今後希望

する検査については、土曜日もオープンしている病院、クリニックを挙げたものが最も多かっ

た。 

最終年度は、多くの質問項目について、プログラム評価のための必須回答項目として設定し

た。その結果、令和 6年度は、各回において、必須項目についてはほぼ全数の回答を得ること

ができた。第 1 回は 347 名、第 3 回は 365 名、第 2 回代替検査会は 342 名からの回答を得た。

行政のプログラム評価とするために、回答必須の項目を設定したことで、より偏りのないデー

タの収集が可能となった。 
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C.研究結果 

＜受検者アンケートの実施＞ 

受検者に WEB 上での結果サイトへアクセス

する前に、任意で WEB 上での受検者アンケート

への協力を依頼した。各回の受検者数アンケー

ト回答率はアルゴリズムに示す（図１）。 

全 9 回分の受検者アンケート回答の基礎統

計、回答分布比較は巻末資料１に示す。 

 

1. GBM と non-GBM の基本属性、検査行動、性感

染症の既往（表 1） 

GBM と non-GBM においては、セクシュアリテ

ィ、国籍、居住地、就労区分、HIV検査の受検

経験、直近の検査の受検場所、梅毒、B 型肝炎

の自己申告の既往歴において、有意差がみられ

た。 

GBMの方が non-GBMより外国籍の割合が高く

(7.5% vs 2.8%)、県外の居住者が多く(20.2% vs 

6.8%)、正社員の占める割合が低かった(69.7% 

vs 79.5%)。これまでの HIV検査の受検経験は、

GBM は 73.1％であり、non-GBM は、40.9%であ

った。直近の検査場所については、GBM の方が

non-GBM より、イベント検査(13.5% vs 0.9%)、

郵送検査を利用する割合が高かった(11.3% vs 

2.8%)。 

性感染症の既往は、梅毒は GBM は 13.0％と

non-GBM の 5.2％より有意に高かった、一方で

クラミジアは GBM は 9.0％、non-GBMの 15.2％

であった。B 型肝炎は GBM は 6.5％、non-GBM

は 0％であった。 

 

2. セクシュアリティ群別の HIV 検査経験と基

本属性、性感染症既往（表 2） 

GBM においては、HIV 検査経験の有無と、年

齢、セクシュアリティ、就労区分、梅毒、クラ

ミジアの既往に有意な関連が見られた。 

GBM においては、HIV 検査経験がない人のほ

うが 29 歳以下が多く、バイセクシュアルの割

合が高かった。 

就労についても検査経験がない人のほうが

正社員割合が低かった。性感染症の既往は、HIV

検査経験のないもののほうがいずれも低かっ

た。 

non-GBM においては、HIV 検査経験がない人

のほうが 29 歳以下が多かった。性感染症の既

往については、梅毒については有意差があり、

HIV 検査を受けたことがあるもののほうが既

往歴は高かった（8.5％ vs 2.6%)。 

3．iTestingのことを知った場所(図 2) 

検査会を知った場所については、GBM につい

ては、HIV 検査の有無にかかわらず、GPS 付き

出会い系アプリが最も高く、名古屋市ウェブサ

イトが続いた。non-GBM については、HIV 検査

経験にかかわらず名古屋市ウェブサイトが最

も高く、市営地下鉄広告が続いて多かった。 

 

4．今後希望する検査の種類（図 3） 

今後希望する検査については、いずれの開催

回においても、土曜日もオープンしている病院、

クリニックでの検査受検希望が最も多く、平日

夜もオープンしている病院、クリニックでの検

査が続き、コミュニティ検査での検査の受検希

望が続いた。なお、こちらの集計はアンケート

回答者全数を対象に作成している。 

 

 

検査会の受検者、予約数、アンケート回答率 

R4 第１回検査会（６月 26 日（日）） 

・受検者数 246 名（予約数 300 名、キャンセル

率 18％） 

・結果確認済み受検者 245 名 

・アンケート回答者数 189 名、回答率 76.8％ 

 

R4 第２回検査会（９月４日（日）） 

・受検者数 270 名（予約数 340 名、キャンセル

率 21％） 

・結果確認済み受検者 270 名 

・アンケート回答者数 180 名、回答率 66.7％ 

 

R4 第３回検査会（12 月４日（日）） 

・受検者 286 名（予約数 341 名、キャンセル率

16.1％） 

・結果確認済み受検者 286 名 

・アンケート回答者 187 名、回答率 65.4％ 

 

 

R5 第１回検査会（６月 25 日（日）） 

・受検者数 315 名（予約数 341 名、キャンセル

率 10％） 

・結果確認済み受検者 315 名 

・アンケート回答者数 200 名、回答率 63.5％ 

 

R5 第２回検査会（９月 3 日（日）） 

・受検者数 303 名（予約数 341 名、キャンセル

率 13％） 

・結果確認済み受検者 303 名 

・アンケート回答者数 175 名、回答率 57.8％ 

 



R5 第３回検査会（12 月 10 日（日）） 

・受検者 316 名（予約数 350 名、キャンセル率

9.8％） 

・結果確認済み受検者 315 名 

・アンケート回答者 185 名、回答率 58.8％ 

 

 

R6 第１回検査会（６月 30 日（日）） 

・受検者数 347 名（予約数 400 名、キャンセル率

13％） 

・結果確認済み受検者 347 名 

・アンケート回答者数 347 名、回答率 100％ 

 

R6 第２回検査会（９月 1 日（日）） 

悪天候のため中止 

 

R6 第３回検査会（12 月 8 日（日）） 

・受検者 368 名（予約数 400 名、キャンセル率

8％） 

・結果確認済み受検者 365 名 

・アンケート回答者 365 名、回答率 100％ 

 

R6 第 2 回代替検査会（2 月 2 日（日）） 

・受検者 344 名（予約数 400 名、キャンセル率

14％） 

・結果確認済み受検者 342 名 

・アンケート回答者 342 名、回答率 100％ 

 

 

D.考察 

GBM、Non-GBM の比較では、GBM の方が、愛知

県外居住者やこれまでの HIV 検査経験がある

割合が多く、過去にも様々な HIV 検査を利用し

ている傾向がみられ、HIV 感染症への意識が高

いことが示唆された。 

また外国籍受検者の割合も GBM 群の方が

Non-GBM より高かった。近年外国籍の男性同性

間の性的接触による HIV 新規感染者、AIDS 患

者報告が一定数あり、外国籍 GBM への検査促進

は重要な課題であるが、iTesting@Nagoya のよ

うに WEB や会場で多言語対応を講じることで

一定の利用がある可能性が示唆された。 

梅毒やＢ型肝炎の既往は GBM のほうが高か

った。東海地域では、GBM を対象に、行政によ

る HIV や性感染症検査会が長らく実施されて

きており、これらの検査会の利用経験が関連し

ている可能性もあるだろう。 

GBM、 Non-GBM ともに、HIV 検査経験がない者

のほうが、先行研究と同様に年齢が若く、今後

も若い年齢層を呼び込む必要性が示された。ま

た GBM においては、HIV検査経験がなかった者

のほうが、無職学生その他の割合が高かった。

無職や学生には病院やクリニックでの検査費

用の負担は大きいことが想定され、本検査のよ

うな無料で提供する検査機会は重要と考えら

れた。GBMも Non-GBM も性感染症の既往につい

ては、HIV 検査経験者のほうが梅毒、クラミジ

アの既往歴が高い傾向がみられた。GBM につい

ては、先述の東海地域で実施されてきたゲイバ

イセクシャル男性向けの HIV 性感染症検査会

の利用が影響している可能性もある。HIV 感染

症以外の性感染症が診断された機会には、同時

に HIV 検査を勧める重要性が言われている。し

かし non-GBM ではクラミジア、淋病、梅毒の既

往があるにもかかわらず、HIV 検査機会はない

者もおり、必ずしも HIV検査勧奨がなされてい

ない可能性がある。先行研究に示されているよ

うに性感染症の診断をした際に HIV 検査を勧

奨する難しさを示唆する結果といえよう。 

 本 iTesting@Nagoya を知った情報源は、GBM

は GBM 向けのアプリ広告が最も多く、Non-GBM

は名古屋市独自の HIV 性感染症の検査関連情

報サイト、市内地下鉄の広告が続いた。GBM, 

Non-GBM両群において行政の HIV性感染症関連

情報を集約したサイトの認知は一定あり、これ

らの傾向も参考にし、効果的な広報のための資

源配分を考えていく必要がある。 

今後希望する HIV 検査の形態については、セ

クシャリティ別に、あるいは HIV 検査経験別に

解析しても、いずれも土曜日にクリニックで受

検したいニーズが最も高く、またコミュニティ

センター、平日夜の検査、郵送検査にも一定の

ニーズがあった。大阪府、岡山市、また厚生労

働省研究班では、医療機関を活用した GBM 対象

の検査が実施されている。95－95－95 の第 1

の 95 を達成するうえでも、対象者のニーズに

合わせ多様な検査の選択肢を設定する必要性

は世界的にも有効な施策として示されている。

今後日本の陽性者の早期発見の促進のために

も、日本でも検査の選択肢を増やす必要性があ

るだろう。 

 

E.結論 

全 iTesting 検査会で受検者アンケートを実

施した。全 9回にわたり受検者の属性を掲示的

に解析を行った。 

GBM と Non -GBM の比較を行ったが、HIV 検査

を受けたことがないものは若い年齢層に多い

ため、若者に届く検査にすること、GBM には、

アプリ広告の活用が検査を受けたことがない

受検者層を呼び込むうえで有効であることが

示された。Non-GBM 群では、行政の HIV や性感



染症の検査情報サイト、公共交通機関等目につ

く場所での広告も活用し、これまでに検査を受

けたことがない者を取り込む必要性が示され

た。GBM、Non-GBM 双方を対象にし、かつ有効

な検査とするためには、セクシャリティ別の特

性を考慮に入れ検査広報、展開を図る必要があ

る。また利便性に配慮した iTesting@Nagoya

のような検査会を契機に、その後は保健所や医

療機関により提供される検査の利用につなげ

ていくことも必要である。本調査でも多様な形

態の検査へのニーズが示され、今後は、検査オ

プションの拡大も重要と考えられた。 
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4. 金子典代、岩橋恒太：デジタルディスペン

サーを活用したゲイバイセクシュアル男性
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の実施．第 31 回日本健康教育学会学術大会，

東京，2023 

5. 岩橋恒太、金子典代、本間隆之：本邦にお
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学術集会・総会、京都、2023 

6. 金子典代、国見亮佑、太田貴、星野慎二、
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2022 
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G.知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 
 



 



表１ 受検者の属性。検査経験、性感染症の既往 表2. 受検者の属性、検査経験、性感染症の既往

N % N % N % P
年齢区分

29歳以下 107 28.5% 65 24.6% 172 26.9% 0.17
30～39歳 113 30.1% 68 25.8% 181 28.3%
40～49歳 79 21.0% 59 22.3% 138 21.6%
50歳以上 77 20.5% 72 27.3% 149 23.3%

セクシュアリティ
男性同性愛者（ゲイ） 272 72.3% 0 0.0% 272 42.5% -

両性愛者（バイセクシュアル） 104 27.7% 0 0.0% 104 16.3%
異性愛者（ヘテロセクシュアル） 0 0.0% 203 76.9% 203 31.7%

分からない・その他 0 0.0% 61 23.1% 61 9.5%
国籍＊

日本 185 92.5% 205 97.2% 390 94.9% 0.03
その他 15 7.5% 6 2.8% 21 5.1%

居住地区分
名古屋市 170 45.2% 170 64.4% 340 53.1% <0.001

名古屋市以外愛知県 130 34.6% 76 28.8% 206 32.2%
愛知県以外 76 20.2% 18 6.8% 94 14.7%

就労区分
正社員 262 69.7% 210 79.5% 472 73.8% 0.01

非正規自営パートアルバイト 68 18.1% 25 9.5% 93 14.5%
無職学生その他 46 12.2% 29 11.0% 75 11.7%

これまでのHIV検査の受検経験
ない 101 26.9% 156 59.1% 257 40.2% <0.001
ある 275 73.1% 108 40.9% 383 59.8%

直近のHIV検査の受検場所
病院クリニック 41 14.9% 18 16.7% 59 15.4% <0.001

保健所 105 38.2% 57 52.8% 162 42.3%
行政日曜繁華街検査 59 21.5% 27 25.0% 86 22.5%

イベント検査会 37 13.5% 1 0.9% 38 9.9%
郵送検査 31 11.3% 3 2.8% 34 8.9%

その他 2 0.7% 2 1.9% 4 1.0%
直近のHIV検査の受検時期

過去1年の間 120 43.6% 36 33.3% 156 40.7% 0.06
過去1年より前 155 56.4% 72 66.7% 227 59.3%

性感染症既往＊
梅毒 26 13.0% 11 5.2% 37 9.0% 0.01

クラミジア 18 9.0% 32 15.2% 50 12.2% 0.06
淋病 9 4.5% 16 7.6% 25 6.1% 0.19

B型肝炎 13 6.5% 0 0.0% 13 3.2% <0.001
＊2022年度第3回から追加した項目のため、回答数が他と異なる

GBM(N=200) Non-GBM(N=211)

合計GBM(N=376) non-GBM(N=264)

GBM(N=200) Non-GBM(N=211)

 



表２ 検査経験別の基本属性、性感染症の既往 
表3. 検査経験別の基本属性、性感染症の既往

p値

N % N % N % N % P
年齢区分

29歳以下 59 21.5% 48 47.5% ＜0.001 19 17.6% 46 29.5% 0.018
30～39歳 85 30.9% 28 27.7% 24 22.2% 44 28.2%
40～49歳 63 22.9% 16 15.8% 26 24.1% 33 21.2%
50歳以上 68 24.7% 9 8.9% 39 36.1% 33 21.2%

セクシュアリティ
男性同性愛者（ゲイ） 211 76.7% 61 60.4% ＜0.001 0 0.0% 0 0.0% 0.380

両性愛者（バイセクシュアル） 64 23.3% 40 39.6% 0 0.0% 0 0.0%
異性愛者（ヘテロセクシュアル） 0 0.0% 0 0.0% 86 79.6% 117 75.0%

分からない・その他 0 0.0% 0 0.0% 22 20.4% 39 25.0%
国籍＊

日本 138 93.9% 47 88.7% 0.22 93 98.9% 112 95.7% 0.163
その他 9 6.1% 6 11.3% 1 1.1% 5 4.3%

居住地区分
名古屋市 130 47.3% 40 39.6% 0.05 63 58.3% 107 68.6% 0.316

名古屋市以外愛知県 98 35.6% 32 31.7% 35 32.4% 41 26.3%
愛知県以外 47 17.1% 29 28.7% 10 9.3% 8 5.1%

就労区分
正社員 204 74.2% 58 57.4% ＜0.001 85 78.7% 125 80.1% 0.901

非正規自営パートアルバイト 51 18.5% 17 16.8% 10 9.3% 15 9.6%
無職学生その他 20 7.3% 26 25.7% 13 12.0% 16 10.3%

性感染症既往＊
梅毒 26 17.7% 0 0.0% ー 8 8.5% 3 2.6% 0.053

クラミジア 17 11.6% 1 1.9% 0.03 18 19.1% 14 12.0% 0.148
淋病 8 5.4% 1 1.9% 0.28 9 9.6% 7 6.0% 0.327

B型肝炎 12 8.2% 1 1.9% 0.11 0 0.0% 0 0.0% ー
＊2022年度第3回から追加した項目のため、回答数が他と異なる

HIV検査経験あり
(N=275, 73.1%)

HIV検査経験なし
(N=101, 36.9%)

GBM (N=376) nonGBM (N=264)
HIV検査経験あり
(N=108, 40.9%)

HIV検査経験なし
(N=156, 59.1%)

N=146 N=53 N=94 N=117

N=94 N=117N=146 N=53

 



2022年‐2023年の
受検者アンケート集計

資料１

21.2%
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33.2%
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28.0% 28.6%

34.4% 27.2%

31.0%

25.5%

27.4%
29.7%

25.9% 29.4%

18.7%

26.0%
19.4% 16.2%

18.5% 17.2% 17.1%
24.0% 25.1% 25.4%
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2022-1（n=189） 2022-2（n=180） 2022-3（n=187） 2023-1（n=200） 2023-2（n=175） 2023-3（n=185）

年齢区分

50歳以上

40～49歳

30～39歳

29歳以下

1
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92.5% 94.0%
99.4% 96.2%

7.5% 6.0%

0.6%
3.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2022-3（n=187） 2023-1（n=200） 2023-2（n=175） 2023-3（n=185）

国籍

その他

日本

45.5%

57.2% 58.8%
55.5%

58.3% 58.9%

34.4%

28.3%

32.1%
33.0%

34.3% 31.9%

10.1%

7.2%

3.2% 6.5%
4.6%

2.7%4.2%
3.9% 2.7% 3.0%

2.3%
3.8%3.2%

0.6% 1.6% 0.5% 1.1%2.6% 2.8%
1.6% 1.5% 0.6% 1.6%

0%

20%
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80%

100%

2022-1（n=189） 2022-2（n=180） 2022-3（n=187） 2023-1（n=200） 2023-2（n=175） 2023-3（n=185）

居住地

その他

静岡県

三重県

岐阜県

愛知県（名古屋

市除く）

名古屋市

3

4



96.3%

86.7%

27.0%

86.5%
82.9% 81.6%

3.2%

13.3%

18.2%

13.5%
17.1% 17.8%

0.5% 0.5% 0.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2022-1（n=189） 2022-2（n=180） 2022-3（n=187） 2023-1（n=200） 2023-2（n=175） 2023-3（n=185）

性別

その他

女性

男性

69.3%

46.1%

35.3%
42.5%

29.7%
25.4%

15.9%

15.6%

15.0%

15.5%

20.0%

14.6%

0.5%

10.1%

31.7%

41.2%
32.0%

38.9%

49.2%

4.8% 6.7% 8.0% 10.0% 11.4% 10.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2022-1（n=189） 2022-2（n=180） 2022-3（n=187） 2023-1（n=200） 2023-2（n=175） 2023-3（n=185）

セクシュアリティ

分からない・その他

異性愛者（ヘテロセ

クシュアル）

女性同性愛者（レズ

ビアン）

両性愛者（バイセク

シュアル）

男性同性愛者（ゲ

イ）

5

6



72.5% 70.6%
74.9% 72.0% 70.9% 71.4%

3.7% 6.7%
4.8% 8.0%

5.7% 7.6%

7.4% 4.4%
2.7% 3.5%

5.7%
4.3%

6.9%
7.2% 4.3%

6.0% 5.7% 3.8%

2.6% 5.0%
3.7%

3.5% 6.9%
3.2%

2.6%
5.0%

8.6% 6.0% 4.6%
8.6%

4.2%
1.1% 1.1% 1.0% 0.6% 1.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2022-1（n=189） 2022-2（n=180） 2022-3（n=187） 2023-1（n=200） 2023-2（n=175） 2023-3（n=185）

就労状況

その他

学生

無職

パート・ア

ルバイト

自営

非正規

正社員

75.1%

66.1%
61.0%

70.5%
66.9% 68.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2022-1（n=189） 2022-2（n=180） 2022-3（n=187） 2023-1（n=200） 2023-2（n=175） 2023-3（n=185）

これまでのHIV検査受検経験（ありの割合）
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14.1%
7.6%

14.0% 12.8% 13.7%
5.4%

16.9%

18.5%
10.5%

18.4%
22.2%

9.2%

8.5%

5.0%
1.8%

2.8%

2.6%

4.3%

16.9%

13.4%

13.2%

10.6%
6.8%

6.5%

16.9%
36.1% 47.4%

41.8% 41.0%

33.5%

14.8%

10.9%
4.4% 5.7% 5.1% 2.2%1.4%

0.8% 1.4%
9.9% 5.0% 7.0% 4.3%

6.0% 4.9%

0.7% 2.5% 1.8% 2.1% 2.6% 1.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2022-1（n=142） 2022-2（n=119） 2022-3（n=114） 2023-1（n=141） 2023-2（n=117） 2023-3（n=126）

直近のHIV検査の受検場所

その他

自宅検査・郵送検査

M検（千種保健所、

岐阜）

NLGR+検査会

名古屋市ナディア

パーク日曜検査

保健所（土曜日検

査）

保健所（平日夜間検

査）

保健所（平日昼間検

査）

病院やクリニックで

の検査

46.5%
51.3%

60.5%
57.4%

51.3%
54.4%

53.5%
48.7%

39.5%
42.6%

48.7%
45.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2022-1（n=142） 2022-2（n=119） 2022-3（n=114） 2023-1（n=141） 2023-2（n=117） 2023-3（n=126）

直近のHIV検査の受検時期

過去1年より前

過去1年の間

9
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10.7%

0.0%

4.8%

1.1%

13.4%

4.8%

5.9%

1.1%

1.1%

5.9%

1.6%

66.8%

10.5%

0.5%

7.5%

1.5%

16.5%

3.5%

5.0%

1.5%

0.5%

11.0%

4.0%

59.5%

10.9%

0.6%

4.6%

1.1%

16.0%

3.4%

10.9%

2.3%

0.6%

9.1%

2.3%

63.4%

7.6%

0.5%

5.4%

0.0%

12.4%

6.5%

7.6%

0.5%

0.5%

7.6%

3.2%

66.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

梅毒

A型肝炎

B型肝炎

C型肝炎

クラミジア

尖圭コンジローマ

淋病

HIV感染症

赤痢アメーバ

毛じらみ

性器ヘルペス

感染したことがない

これまでにかかった性感染症（複数回答）

2022-3（n=187）

2023-1（n=200）

2023-2（n=175）

2023-3（n=185）

19.0%

30.7%

40.2%

11.1%

2.6%

1.6%

22.8%

28.0%

15.0%

26.7%

41.7%

10.6%

2.2%

3.3%

18.9%

19.4%

10.7%

29.9%

40.6%

12.8%

0.5%

4.8%

18.7%

15.0%

11.5%

24.0%

37.5%

15.5%

4.5%

2.5%

17.0%

16.0%

11.4%

25.7%

42.3%

15.4%

1.7%

5.7%

21.7%

14.3%

11.4%

21.1%

37.8%

19.5%

3.8%

3.8%

13.0%

9.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分が感染している可能性があるから

他の人に感染させたくないから

定期的に検査を受けているから

情報に触れて自分のことが心配になったから

友達と一緒に受けることにしたから

恋人と一緒に受けることにしたから

コンドームを使わないオーラルセックスをしたから

コンドームを使わないアナルセックスをしたから

今回の受検理由-1（複数回答）

2022-1（n=189）

2022-2（n=180）

2022-3（n=187）

2023-1（n=200）

2023-2（n=175）

2023-3（n=185）
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5.3%

1.6%

1.6%

2.6%

0.0%

27.5%

13.2%

1.6%

11.1%

3.3%

0.6%

4.4%

0.6%

31.7%

7.2%

1.7%

9.1%

2.7%

1.6%

4.8%

1.1%

27.3%

7.5%

0.0%

6.5%

2.5%

1.0%

1.0%

0.5%

27.0%

5.5%

1.5%

11.4%

2.9%

2.9%

3.4%

0.6%

26.3%

5.7%

3.4%

11.9%

3.2%

1.6%

4.9%

0.5%

27.0%

4.3%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

コンドームを使わない異性とのセックスをしたから

体調に変化があり、感染の不安を感じたから

性感染症（STI）にかかったから

新しい恋人ができたから

身近な人の感染がわかったから

ただ単に知りたいから

コロナでHIVや性感染症検査を受ける機会がなかったから

その他

今回の受検理由-2（複数回答）

2022-1（n=189）

2022-2（n=180）

2022-3（n=187）

2023-1（n=200）

2023-2（n=175）

2023-3（n=185）

16.9%

6.3%

21.7%

16.4%

11.6%

53.4%

13.3%

4.4%

14.4%

11.7%

10.0%

67.2%

13.9%

4.8%

12.8%

7.0%

8.0%

70.1%

13.5%

8.0%

22.0%

12.5%

6.0%

63.0%

9.7%

4.0%

14.9%

10.3%

8.0%

71.4%

10.3%

5.4%

14.1%

3.2%

2.7%

73.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

ゲイバーやレズビアンバー

ゲイナイト（クラブ）

有料のハッテン場

野外系のハッテン場（公園、海岸、トイレなど）

ハッテン場で有名な銭湯・プールなどの施設

利用したものはない

過去6か月間に利用した施設等（複数回答）

2022-1（n=189）

2022-2（n=180）

2022-3（n=187）

2023-1（n=200）

2023-2（n=175）

2023-3（n=185）
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13.8%

28.0%

9.5%

69.3%

18.0%

11.1%

25.6%

9.4%

46.7%

36.1%

12.3%

15.5%

5.9%

37.4%

49.2%

12.5%

26.0%

6.5%

40.5%

42.0%

14.9%

20.6%

5.1%

33.7%

49.1%

13.0%

15.7%

5.9%

22.7%

54.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

パソコンの出会い系サイトや掲示板

携帯の出会い系サイトや掲示板

ゲイ向けSNS（HuGs、Men's mixi、男子寮など）

Jack'dや9monstersなど位置情報が必要なサイト

利用したものはない

過去6か月間に利用したインターネット等（複数回答）

2022-1（n=189）

2022-2（n=180）

2022-3（n=187）

2023-1（n=200）

2023-2（n=175）

2023-3（n=185）

97.4% 97.8% 95.2% 96.5% 97.1% 97.3%

2.1% 1.7% 4.8% 3.5% 1.1% 1.6%

0.5% 0.6% 1.7% 1.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2022-1（n=189） 2022-2（n=180） 2022-3（n=187） 2023-1（n=200） 2023-2（n=175） 2023-3（n=185）

結果通知サイトへのアクセスは簡単だったか

その他

難しかった

簡単だった
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13.8%
20.0%

26.2%

41.0%

31.4%

50.8%

1.6%

1.7%

1.6%

0.5%

0.6%

3.7%

0.6%

0.5%

1.0%

2.2%

2.1%

1.7%

0.5%

1.0%

0.6%

1.1%

5.3%
3.3%

4.8%

5.5%

4.6%

3.2%

69.3%

43.3%
26.7%

29.0%

26.9%

4.3%
0.5%

5.6%

4.3%

8.0%

6.3%
6.5%

16.7%

27.3%

1.5%

20.6% 24.9%

1.7%

2.6% 3.9% 7.0%

8.0%
6.3%

4.3%

1.6% 1.7% 1.1%
4.5% 2.9% 2.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2022-1（n=189） 2022-2（n=180） 2022-3（n=187） 2023-1（n=200） 2023-2（n=175） 2023-3（n=185）

検査会をどこで知ったか

その他

友人・知人など

Yahoo!インターネット広告

市営地下鉄広告

広報なごや

コミュニティセンターでの検

査HANA

アプリ「9monsters」の広告

Twitter（コミュニティセン

ターrise）

Twitter（名古屋医療セン

ター）

HIV検査相談マップ

愛知県ウェブサイト「アイチ

エイスインフォメーション」

名古屋市ウェブサイト「なご

や・性感染症ガイド」

29.6%

54.5%

34.9%

50.3%

2.6%

24.4%

52.8%

40.0%

47.8%

4.4%

33.2%

51.3%

38.0%

48.7%

2.7%

26.0%

55.0%

39.5%

48.0%

1.5%

33.1%

48.6%

30.9%

47.4%

3.4%

25.4%

47.6%

42.2%

41.1%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自宅で郵送検査

土曜日もオープンしている病院・クリニッ

クでの検査

平日夜までオープンしている病院・クリ

ニックでの検査

コミュニティセンターでの検査

その他

図3. 今後、希望する検査場所（複数回答）

2022-1（n=189）

2022-2（n=180）

2022-3（n=187）

2023-1（n=200）

2023-2（n=175）

2023-3（n=185）
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77.5%

68.5% 67.4% 67.0%

18.7%

18.0% 18.9% 18.4%

3.7%

13.5% 13.7% 14.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2022-3（n=187） 2023-1（n=200） 2023-2（n=175） 2023-3（n=185）

iTesting受検経験

3回目以上

2回目

今回が初めて

iTesting受検者アンケート調査
2024年度

第1回検査会 6月30日（日）
第3回検査会 12月8日（日）
第2回代替検査会 2月2日（日）

2024年度から、行政検査の効果評価のため、検査結果
にアクセスする前のアンケートとして、
多くの項目について回答必須と変更した
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86.5%

76.2% 78.9%

13.3%

22.5% 19.3%

0.3% 1.4% 1.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2024-1

（n=347）

2024-3

（n=365）

2024-2'

（n=342）

性別

その他

女性

男性

0.9% 0.5% 1.2%

28.5% 27.1%
30.4%

31.7% 34.0% 27.8%

21.3% 17.8% 19.3%

14.4%
14.8% 17.3%

3.2% 5.8% 4.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2024-1

（n=347）

2024-3

（n=365）

2024-2'

（n=342）

年齢区分

60代以上

50代

40代

30代

20代

10代以下

必須項目 必須項目

56.4%

39.2%

4.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2024-1（n=314）

セクシュアリティ

3区分

女性

異性愛そ

の他男性

ゲイバイ

男性

40.0%
34.2% 32.8%

17.1%

11.3% 14.9%

0.3%

34.8%

46.6%
46.3%

7.7% 7.9% 6.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2024-1

（n=310）

2024-3

（n=292）

2024-2'

（n=296）

セクシュアリティ

分からない・その他

異性愛者（ヘテロセ

クシュアル）

女性同性愛者（レズ

ビアン）

両性愛者（バイセク

シュアル）

男性同性愛者（ゲ

イ）

任意項目 任意項目
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55.6%

64.9% 62.9%

35.2%

27.9% 30.4%

9.2% 7.1% 6.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2024-1

（n=347）

2024-3

（n=365）

2024-2'

（n=342）

居住地

愛知県外

愛知県内（名

古屋市以外）

名古屋市内

94.2% 96.5%

5.8% 3.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2024-3

（n=365）

2024-2'

（n=342）

国籍

その他

日本

必須項目 必須項目

49.3%

5.2%

4.0%

2.3%

12.1%

29.4%

1.4%

7.8%

51.2%

3.3%

3.6%

2.5%

9.6%

10.7%

20.5%

4.9%

65.8%

5.0%

2.3%

4.7%

10.8%

8.5%

6.1%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

名古屋市ホームページ

民間ホームページ

広報なごや

市役所・保健センターへの照会

友人・知人

インターネット広告

名古屋市営地下鉄車両の広告

その他

検査会をどこで知ったか（複数回答）

2024-1（n=347）

2024-3（n=365）

2024-2'（n=342）

必須項目

23

24



72.0%

15.6%

3.7%

1.4%

33.1%

2.0%

72.6%

16.7%

1.6%

1.4%

24.9%

3.6%

72.5%

16.7%

3.5%

2.6%

25.7%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

ただ単に感染の有無を知りたいから

HIV/性感染症の情報にふれて感染が心配になっ

たから

体調に変化があり、HIV/性感染症の感染が心配

になったから

身近な人がHIV/性感染症に感染していることが

わかったから

定期的に検査を受けているから

性感染症にかかったから

受検理由（複数回答）

2024-1（n=347）

2024-3（n=365）

2024-2'（n=342）

必須項目

49.9%

52.7%

2.0%

4.3%

59.5%

38.1%

6.6%

3.6%

59.6%

39.5%

4.1%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

異性との性的接触

同性との性的接触

注射針の共用

その他

「感染が心配」な出来事（複数回答）

2024-1（n=347）

2024-3（n=365）

2024-2'（n=342）

必須項目
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68.0%
63.8% 63.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2024-1

（n=347）

2024-3

（n=365）

2024-2'

（n=342）

これまでのHIV/性感染症検査

の受検経験

65.7% 68.7%

59.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2024-1

（n=236）

2024-3

（n=233）

2024-2'

（n=217）

この1年間のHIV/性感染症検査の

受検経験（受検経験ある人のみ対象）

必須項目 必須項目

11.6%

15.5%

2.6%

16.1%

24.5%

6.5%

11.6%

43.9%

0.6%

12.5%

23.1%

3.8%

16.3%

21.9%

4.4%

8.1%

46.3%

0.6%

12.4%

20.9%

7.0%

14.7%

19.4%

1.6%

16.3%

49.6%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

医療機関

名古屋市の検査（平日昼間）

名古屋市の検査（平日夜間）

名古屋市の検査（土曜日）

名古屋市の検査（日曜日）

名古屋市以外の保健所

郵送検査キット

検査イベント

その他

この1年間の受検場所（この1年間に受検経験ある人のみ対象）（複数回答）

2024-1（n=155）

2024-3（n=160）

2024-2'（n=129）

必須項目
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0.6% 0.8%

50.6% 52.5%

42.6%

25.3%

29.4%

30.2%

14.9%
8.1%

17.8%

2.6% 4.4% 3.9%
5.2% 3.1% 3.1%

1.3% 1.9% 1.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2024-1

（n=154）

2024-3

（n=160）

2024-2'

（n=129）

これまでの受検回数

（この1年間に受検経験ある人のみ対象）

11回以上

5～10回

4回

3回

2回

1回

0回
52.7%

58.4%
63.5%

25.6%

23.8%
17.5%

21.6%
17.8% 19.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2024-1

（n=347）

2024-3

（n=365）

2024-2'

(n=342）

2022年6月以降のiTesting無料検

査の受検回数

3回目以

上

2回目

今回が

初めて

必須項目 必須項目

11.0%

0.7%

4.3%

0.7%

13.0%

5.0%

4.7%

0.0%

1.0%

12.7%

4.7%

62.0%

12.4%

1.0%

3.9%

1.3%

11.8%

2.9%

8.5%

1.0%

1.3%

5.6%

2.6%

63.4%

8.5%

0.4%

3.5%

0.4%

13.1%

3.5%

4.9%

0.4%

0.7%

6.7%

3.9%

68.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

梅毒

A型肝炎

B型肝炎

C型肝炎

クラミジア

尖圭コンジローマ

淋病

HIV感染症

赤痢アメーバ

毛じらみ

性器ヘルペス

感染したことがない

感染したことがある性感染症（複数回答）

2024-1（n=300）

2024-3（n=306）

2024-2'（n=283）

任意項目
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13.5%

8.8%

21.6%

9.5%

6.1%

11.7%

8.7%

18.1%

8.1%

5.7%

12.2%

5.4%

19.4%

6.1%

5.7%

0% 10% 20% 30%

ゲイバーやレズビアンバー

ゲイナイト（クラブ）

有料のハッテン場

野外系のハッテン場

ハッテン場で有名な銭湯・プールなど

過去6か月間に利用した施設等（複数回答）

2024-1（n=296）

2024-3（n=298）

2024-2’（n=279）

任意項目

24.7%

47.3%

30.1%

47.7%

30.8%

45.5%

38.1%

46.5%

35.8%

46.0%

32.5%

54.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

郵送の検査キット

土曜日もオープンしている病院・ク

リニックでの検査

平日夜までオープンしている病院・

クリニックでの検査

コミュニティセンターでの検査

今後の検査を希望する場所（複数回答）

2024-1（n=279）

2024-3（n=286）

2024-2'（n=265）

任意項目
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